
　

内
灘
町
と
猿
払
村
の
交
流
の
歴

史
や
ホ
タ
テ
漁
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
方
言

や
お
互
い
の
地
域
の
良
い
と
こ
ろ

を
話
し
た
り
と
、
今
回
の
交
流
を

通
し
て
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

　

凧
作
り
と
、
そ
の
後
の
凧
揚
げ

が
と
て
も
楽
し
く
て
、
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
灘
町

の
子
と
地
震
の
怖
さ
を
学
ん
だ
り

し
な
が
ら
、
今
回
の
交
流
を
き
っ

か
け
に
、
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

　今月号では、「猿払村の未来を考える」と題

して猿払村総合計画について特集しました。総

合計画の策定に向けて村民の声を聴くべく、村内小学校６年生

を対象にしたワークショップ、拓心中学校３年生を対象にした

ワークショップ、子育て世代を対象にしたワークショップをそ

れぞれ開催させていただきました。どの世代も共通して挙げら

れた猿払村のいいところは「自然がたくさんある」ところでし

た。それぞれ違った視点からの猿払村のいいところ、こうなっ

ていってほしい姿を聞くことができ、私もとても勉強になりま

した。暮らしやすい、そしてこれからも暮らしていきたいと思

う猿払村であり続けられるよう総合計画策定に繋げて行きたい

と思います。

時事雑感

友
好
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青
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業
　
石
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県
内
灘
町
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第 64 回

猿
払
村
と
内
灘
町
の
つ
な
が
り

　

村
と
内
灘
町
は
、
平
成
27
年

10
月
15
日
に
友
好
都
市
提
携
を
結

ん
で
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

な
ど
の
幅
広
い
交
流
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
内
灘
町

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
世
界
の
凧

の
祭
典
」
へ
の
参
加
や
各
町
村
の

特
産
品
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
給
食
の

提
供
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
び
と
交
流
を
深
め
た
４
日
間

　

初
日
の
歓
迎
夕
食
会
で
は
、
内

灘
町
の
小
学
生
に
加
え
、
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ウ
ッ
チ
ー
」
と

「
ナ
デ
ィ
ー
」
が
登
場
し
、
村
の

子
ど
も
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
伝
統
工
芸
の
組
子
を

使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
体
験

し
た
後
、
金
沢
城
や
兼
六
園
、
ひ

が
し
茶
屋
街
な
ど
を
散
策
。
石
川

県
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
触
れ
、

学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
内
灘
町
の
小
学
生

と
凧
作
り
に
挑
戦
。
日
本
海
内
灘

砂
丘
凧
の
会
の
方
々
に
教
わ
り
な

が
ら
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
の
凧

を
作
り
上
げ
、
完
成
後
は
公
園
に

て
凧
揚
げ
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
歴
史
民
族
資
料
館
に
て
内

灘
町
の
歴
史
を
学
ん
だ
後
、
能
登

半
島
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
に

お
話
を
伺
い
、
町
内
の
被
災
地
区

を
視
察
。
ま
た
、
内
灘
町
の
小
学

生
と
一
緒
に
、
震
災
へ
の
備
え
や

災
害
が
起
き
た
時
に
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
か
ら
４
日
間
、
友
好

都
市
青
少
年
交
流
事
業
と
し
て
村

内
の
小
学
５
・
６
年
生
13
名
が
石

川
県
内
灘
町
へ
訪
問
し
ま
し
た
。

浜
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５
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さ
ん

鬼
志
別
小
学
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５
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山
田 

映
仁 

さ
ん

今
回
の
交
流
事
業
の
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

発行　猿払村


